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1. 概要 

1.1 はじめに 

 

パルス静電応力（PEA）法(1,2)による空間電荷分布測定法

は、誘電・絶縁材料の電気的特性を定量的に行うための技

術として、今日では世界各国の多くの研究者によって使用

されているが、その校正法は、各々使用する研究者に委ね

られており、得られた測定結果を統一して比較する規格が

存在していないのが実情である。しかし、測定結果を比較

するためには、測定された信号を正しく校正するための共

通した手法が必要であり、電気学会では過去にも、規格化

のために調査専門委員会を設立し、技術報告書(4)を発刊した

が、規格化までには到っていない。一方、PEA 法は海外で

も多く使用されているため、利用者から校正法の規格化を

求める声が多く上がり、CIGRE (国際大電力システム会議)

のワーキンググループで規格化が検討され(4)、その後 IEC

（国際電気標準会議）に引き継がれる形で、校正法の規格

化に関する活動が開始されている。本手法を開発し発展さ

せてきた(5)主導的立場にある日本としては、この動向に対処

するために、国内研究者による統一した組織により、IEC に

並列した形で、JEC（電気規格調査会）において規格化を実

現することが期待されている。 

一方、従来の PEA 測定法に加えて、国内外では PEA 法の

応用技術が盛んに研究・開発されている。特に、PEA 法の

開発国である日本では、PEA 法の応用技術開発が盛んであ

り、基本技術に関する高電界化、高位置分解能化、高時間

分解能化、3 次元化などが積極的に行われていることに加

え、測定対象もさまざまな高分子絶縁材料に広がっており、

その用途も、従来の電力機器を対象としたものから、電子

機器を対象としたものまで、さまざまに広がってきている。

したがって、標準化とともに、今後の応用技術をまとめて

おくことにより、世界における本手法の主導的立場を確固

たるものにすることができると考えられる。 

このような背景をもとに、電気学会、誘電絶縁材料技術

委員会では、IEC や JEC における標準化のための技術仕様

(TS: Technical Specification)や技術報告(TR: Technical Report)

の草案を作成する母体となり、かつ PEA 法の 新測定技術

を調査するための組織として、「PEA 法による空間電荷分布

測定の校正法標準化と応用測定の開発技術調査専門委員

会」を設置した。本技術報告書は、同委員会が掲げる上記

の“規格化への準備”と“ 新測定法の動向調査”の 2 つ

の目的のうち、後者を主に取り扱う技術報告書である。 

 

1.2 本技術報告書の構成 

 

本技術報告書では、PEA 法による空間電荷分布測定法の

新応用技術について調査した結果を主に紹介する。 初

に、測定法の基本的技術改善についての紹介を行う。すな

わち、センサやパルス発生器、計測機器システムなど測定

の基本的要素の改善により、位置分解能、測定の時間分解

能、2 次元測定、3 次元測定などといった、測定手法そのも

のが改善された例を示す。 

次に、特殊環境下における試料の測定例を示す。PEA 法

では圧力波を信号として検出するので、試料とセンサ部分

を電気的に遮断することが可能であり、センサを接地した

シールドケースで覆うことにより、雑音に強い計測が可能

である。したがって、試料を高温、高電界、放射線環境下

に曝しながら、試料内部の電荷分布を計測できる。 

また、 近では PEA 法による電荷分布と伝導電流（外部

回路電流）の同時測定が試みられており、その例を続いて

紹介する。これまで測定されてきた伝導電流測定結果で、

特異なケースは空間電荷の関与が指摘されてきたが、実際

に空間電荷の関与が検証された例は少ない。また、空間電

荷と外部回路電流を同時測定することにより、試料内の正

味の伝導電流を算出することが可能になるため、これらの

同時測定技術は、絶縁材料の基本的な電気的特性調査のた

めに、今後ますます盛んになると考えられる。 

つづいて、新たな測定対象への応用について述べる。PEA

法は、ケーブルに用いられる高分子絶縁材料が主な測定対

象として開発されてきた経緯から、ポリエチレンを中心と

した高電圧用絶縁材料の評価方法として用いられることが

多かった。しかし近年では、電子基板材料やモータの巻線

被覆材料、半導体素子のパッケージ材料、宇宙機用絶縁材

料などについて評価する際にも盛んに用いられるようにな

った。これらの新たな試料の測定や、それらの材料の特殊

な使用環境に応じた新たな測定法など、今後の PEA 測定法

の新展開を想像させるような事例を報告する。 

後に、付録として、IEC の TS や JEC の TR として提案

している標準的な PEA 法の校正法について概要を紹介し、

PEA 法の原理に不可欠な圧力波の伝搬に関して述べる。こ

れは、「PEA 法による空間電荷分布測定の校正法標準化と応

用測定の開発技術調査専門委員会」が、JEC における TR を

作成する段階で、新たに記述が必要であると認識した事項

について記述している。 
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